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おたずね／出雲ブランド化推進市民委員会(大好き☆出雲！倶楽部）事務局　http://www.daisuki-izumo.jp/　出雲ブランド室 ☎21-6274

第２回大好き☆出雲！発表会へ、ぜひ気軽にお寄りください。第２回大好き☆出雲！発表会へ、ぜひ気軽にお寄りください。

大好き☆出雲！ バッジ　出雲ブランド室で発売中（1個150円） バッジをつけて一緒に「出雲」を盛りあげましょう！

～発見！ 発信！ とっておきの 場所・人・もの～
出雲ブランド化推進の情報を連載します。

◆地域とともに、地域の課題を研究し、明日の力が育っています。（出雲高校）

大好き☆出雲！　高校生の取組から!!（後編）
　次代を担う高校生の“出雲”を愛する活動を紹介します。地域とかかわる高校生の取組は、心強く、私たち
にさまざまな出雲の魅力をあらためて教えてくれます。

　島根大学産学連携センターにて理数科が行う課題研究では、現在、調湿木炭（「炭八」・出
雲ブランド認定商品）の、狭い空間での湿度やにおいへの影響等、まだ分かっていない効用
のデータをまとめています。また、医療先進地「出雲」にあって、島根大学医学部と民間企
業の協力を得て、「地域医療とＩＴ利用について」や、「がん細胞は
いかに体を蝕むか」といった難しいテーマの研究もしています。今
までの普通高校にはない取組ですが、地域にある生の課題こそが、
大きな学びの糧となるはずです。
　「今市町クリーンデイ」にも参加し、玄関口「出雲市駅」周辺をき
れいにするお手伝いをしました。

　「須佐太鼓部」の代表演目は、佐田地域に伝わる「鬼のむくろ」伝説に基づく、スサノオ
の鬼退治「目田鬼面太鼓」です。佐田分校の須佐太鼓は、地域とのつながりを大切にする総

合学習としてスタートし、平成14年に部活動の道を歩み始めました。
平成16年には、本県で開催された「全国高校総合体育大会・総合開
会式」でオープニングを務め、選手を鼓舞し、大会を盛り上げました。
　全校挙げての取組では、佐田地域の「スサノオごっとこい祭り」へボランティアスタッフ
として参加したり、笹巻きづくりをして地域の高齢者宅へ届けています。また、家庭クラブは、
老人ホーム、保育所での交流活動（年６回）を行い、地域に元気と優しさを発信しています。

◆太鼓の響きで佐田をＰＲ。地域の大切な存在です。（大社高校佐田分校）

◆建学の精神「真に社会に役立つ実践的人材の育成」のもと、真の環境活動を続けています。（出雲西高校）

　毎年多くの人で賑わう農業祭、チャレンジショップ、ふれあい動物園などの活動を
通して、地域の方とのふれあいを大切にしています。

　また、出西しょうがを使った「しょうがアイス」や、「いのししハム」
の製造など、地域の食材を使った商品開発で、出雲の「食」の魅力
発見につなげています。
　一方、大型コンビニエンスストアと連携した商品開発や、コンビ
ニ店頭での農産物の販売、駐車場にミニ庭園をつくるなど、新たな
活動も積極的に行っています。

◆出雲農林ブランドの新商品で、出雲の食の魅力をＰＲ（出雲農林高校）

　インターアクトクラブを中心とした高瀬川清掃活動や地域イベント
におけるスタッフ活動、吹奏楽部や合唱部による各種演奏会や、院内
コンサートを始めとするさまざまなイベントでの演奏など、地域と触
れ合う活動を大切にしています。
　また、「まちなか美術館」を市内２か所（新町、今市町駅通り噴水広場）
に設置し、市内高校生の絵画作品を展示して道行く人の心を和ませて
います。皆さんもぜひご覧ください。

出雲ブランドを知り、味わい、楽しむ一日を一緒に過ごしませんか。市外の方へ“出雲”の素晴
らしさを知ってもらうために、一番大切なことは、ここに住む私たちが、その魅力を実感し、伝
えていくことです。住んでいるから見過ごしている“出雲”に気づくヒントが、ここにあるはずです。
と　き：３月３日（日）　13時から展示　13時 30分から発表会
ところ：ビッグハート出雲（JR出雲市駅南）　
主　催：出雲ブランド化推進市民委員会

◆出雲のまちをきれいに・笑顔に！ （出雲北陵高校）

まちなか美術館

昨年の様子

「地域医療とIT利用」「調湿木炭の効用」の研究

須佐太鼓部

交流活動の様子

入場
無料

出雲ブランド化推進市民委員会で現在準備を進めています。内容の詳細は次号でお知らせします。

▲ヨシ植えの様子

▲韓国の高校生と
　海岸清掃

　40年以上続けている海岸清掃。多くのゴミを目の当たりにし、真に美しい“出雲”の海を目
指す環境活動に着手しました。インターアクトクラブは、マスコミの協力を得た問題提起に始
まり、ＥＭ菌による河川浄化、宍道湖へのヨシ植え、継続的な水質調査、植林作業による上流の
森づくりなどを続け、大きな成果となりつつあります。韓国の高校生との国際交流では、漂着
ゴミを一緒に清掃し、海を挟んだ隣国への環境啓発も行いました。海外との交
流は、募金や、就労小学生への文房具の直接持参にも及びます。高校生による
真の環境活動等は「第16回ボランティア・スピリット・アワード」中・四国ブロッ
ク賞（全３組）などさまざまな評価を受けています。また、写真部は「高文連
写真コンクール」や、神門地区の文化祭で、出雲の魅力を表現しています。

ふれあい動物園の様子
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商品名：ノートパソコン（株式会社島根富士通）
会社所在地：出雲市斐川町三絡1180番地6　☎72−2333

商品名：セキスイ畳　美
み

草
ぐさ

（積水成型工業株式会社）
会社所在地：大阪市北区堂島浜二丁目１番９号
☎72−0301 （出雲工場：斐川町直江）

　株式会社島根富士通は、富士通製ノートパソコンを一手に手掛ける主力生産
拠点であり、国内最大級の生産量を誇ります。
　多くの国内メーカーが海外へ生産拠点を移す中、高い品質とスピーディでフ
レキシブルな製品供給を目指し、国内での生産にこだわり、プリント基板から
製品組立まで一貫した生産を行っています。

　美草は、積水成型工業の出雲工場のみで製造される新素材
の畳で、湿気を巧みに調整する機能を有しています。
　また、軽量で、デザインも多様であり、和室に限らない用
途も提案し、全国展開されています。今後、出雲ブランドと
して、カタログやＨＰ、モデルルーム展示場での掲示など、
出雲を前面に打ち出した販路拡大も図られます。
　近年では高い機能性、商品価値が評価され、グッドデザイ
ン賞とキッズデザイン賞を受賞するなど、デザイン力に磨き
をかけながら『たたみ文化』の発展的継承をめざしています。

おたずね／産業振興課　☎２１−６５７２

出雲ブランド商品の紹介
シ
リ
ー
ズ
②

　市では、産業振興や「出雲」のブランド力の向上を目的に、全国さらには全
世界へ流通するに値するオンリーワン・ナンバーワンの商品を「出雲ブランド
商品」として認定する制度を創設しました。
　今年度、「出雲ブランド商品」として認定した６商品をシリーズで紹介します。


